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は
じ
め
に

　

Ⅰ　

忘
却
さ
れ
た
三
つ
の
史
料
と
分
析
視
角

　

Ⅱ　

琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
進
展
過
程

　
　

1
． 北
垣
京
都
府
知
事
就
任
か
ら
明
治
十
六
年
九
月
ま
で（
以

上
、前
号
・
四
三
一
号
）

　
　

2
． 明
治
十
六
年
十
月
十
一
日
〜
十
二
月
、
滋
賀
県
令
籠
手
田

安
定
の
建
議
提
出
か
ら
京
都
府
の
疏
水
起
工
伺
が
却
下

さ
れ
る
ま
で 

―
本
号
―

　　

本
稿
は
、
前
号
（
四
三
一
号
、
以
下
同
じ
）に
引
き
続
い
て
、
琵
琶

湖
疏
水
の
成
立
史
を
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
十
月
十
一
日
、

滋
賀
県
令
籠
手
田
安
定
が
政
府
に
琵
琶
湖
疏
水
へ
の
異
議
申
し
立

て
の
建
議
を
提
出
し
て
か
ら
、
同
年
十
二
月
、
京
都
府
の
疏
水
起
工

伺
が
却
下
さ
れ
る
ま
で
を
扱
う
。

　

今
回
は
、従
来
ま
っ
た
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
籠
手
田
県
令

の
政
府
あ
て
の
建
議
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
起
点
と
し
て
籠
手
田
県
令

の
更
迭
を
図
る
政
治
工
作
が
始
ま
る
と
同
時
に
、大
津
町
に
機
械
制

麻
糸
紡
織
会
社
の
建
設
を
持
ち
か
け
る
農
商
務
省
の
働
き
か
け
が
開

始
さ
れ
、以
後
、滋
賀
県
側
の
意
向
を
無
視
し
て
疏
水
事
業
を
進
め

よ
う
と
す
る
京
都
府
知
事
並
び
に
農
商
務
省
側
と
そ
れ
に
異
を
唱

え
る
籠
手
田
滋
賀
県
令
と
の
攻
防
が
展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
十
二

月
に
は
、前
者
の
路
線
は
頓
挫
し
、疏
水
事
業
の
管
轄
は
内
務
省
に
移

さ
れ
、
籠
手
田
県
令
が
主
張
し
た
よ
う
な
近
隣
府
県
へ
の
配
慮
を
含

ん
だ
抜
本
的
な
計
画
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
展
開
過
程
を
た
ど
っ
た

の
か
、今
回
は
、従
来
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
そ
の
歴

史
過
程
と
要
因
に
、光
が
当
て
ら
れ
る（
1
）。

1 

琵
琶
湖
疏
水
成
立
史
に
関
す
る
最
も
詳
細
な

分
析
を
行
っ
て
い
る
研
究
と
し
て
、
前
号
註
4
に

掲
げ
た
織
田
尚
文
・
玉
置
伸
俉
「
第
一
琵
琶
湖
疏

水
開
発
に
お
け
る
立
案
要
因　

第
一
琵
琶
湖
疏
水

成
立
過
程
の
研
究
（
そ
の
1
）
」「
第
一
琵
琶
湖
疏

水
開
発
に
お
け
る
認
可
要
因　

第
一
琵
琶
湖
疏
水

成
立
過
程
の
研
究
（
そ
の
2
）
」「
第
一
琵
琶
湖
疏

水
開
発
に
お
け
る
調
整
要
因　

第
一
琵
琶
湖
疏
水

成
立
過
程
の
研
究
（
そ
の
3
）
」
が
あ
る
。こ
の
研

究
は
、
多
大
な
文
献
と
一
次
史
料
も
渉
猟
し
な
が

ら
疏
水
成
立
史
を
丹
念
に
跡
付
け
て
い
る
が
、
本

稿
で
指
摘
し
て
い
る
籠
手
田
県
令
の
異
議
申
し
立

て
の
建
議
や
槇
村
正
直
の
巡
察
使
報
告
書
そ
し
て

近
江
麻
糸
紡
績
会
社
関
連
の
資
料
等
が
い
っ
さ
い

視
野
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
疏
水
成
立
史
の
核

心
に
迫
り
得
て
い
な
い
。
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二

II 

琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
進
展
過
程

2
．明
治
十
六
年
十
月
十
一
日
〜
十
二
月
―
滋
賀
県
令
籠
手
田
安

定
の
建
議
書
提
出
か
ら
京
都
府
の
疏
水
起
工
伺
が
却
下
さ
れ
る

ま
で
―

（
1
）　
籠
手
田
県
令
、政
府
へ
抗
議
の
建
議
書
提
出

　

前
号
で
み
た
よ
う
に
北
垣
京
都
府
知
事
は
、明
治
十
六
年
九
月
ま

で
に
は
農
商
務
省
と
の
協
力
の
も
と
に
練
り
上
げ
た
疏
水
計
画
に
つ

い
て
、政
府
要
人
へ
の
根
回
し
も
済
ま
せ
、府
下
の
上
京
・
下
京
聯
合

区
会
長
な
ど
有
力
者
へ
の
合
意
も
取
り
付
け
て
着
々
と
両
区
会
へ
の

諮
問
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
北
垣
は
、
疏
水
の
水
源
地

で
あ
る
滋
賀
県
の
長
で
あ
る
籠
手
田
安
定
県
令
に
対
し
て
は
、
明
治

十
六
年
五
月
一
日
に
通
達
し
た
の
み
で
、
そ
の
後
何
ら
事
業
内
容
に

関
す
る
開
示
も
説
明
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

籠
手
田
県
令
と
し
て
は
、滋
賀
県
側
の
意
向
も
ほ
と
ん
ど
聞
か
ず

に
、事
が
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
て
い
く
事
態
に
直
面
し
て
、危
機
感
を

抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。十
月
十
一
日
付
で
、琵
琶
湖
疏
水
事
業
に
異
議

を
訴
え
る
次
の
よ
う
な
建
議
を
政
府
太
政
大
臣
宛
て
に
提
出
し
た
。

　

琵
琶
湖
疏
水
ノ
儀
ニ
付
建
議

　　

本
縣
下
琵
琶
湖
ヨ
リ
京
都
ニ
至
ル
水
路
ヲ
新
タ
ニ
開
通
ノ
儀
、
近

来
京
都
府
ニ
於
テ
計
畫
ス
ル
處
ア
リ
、
不
日
將
ニ
允
裁
ヲ
請
フ
ニ
至
ラ

ン
ト
ス
ル
趣
ニ
候
、
然
ル
ニ
凡
一
業
ヲ
起
ス
一
利
ア
レ
ハ
一
害
随
フ
テ
生

ス
ル
ハ
數
ノ
免
カ
レ
サ
ル
處
ニ
シ
テ
往
々
其
利
ヲ
以
テ
其
害
ヲ
償
フ
ニ

足
ラ
サ
ル
憾
ナ
シ
ト
セ
ズ
、
此
挙
ノ
如
キ
利
害
ノ
及
フ
處
未
タ
精
細

ニ
調
査
ヲ
経
サ
ル
モ
其
著
シ
キ
巨
害
ヲ
挙
レ
ハ
、
本
縣
下
ニ
在
ツ
テ
ハ

疏
水
ノ
為
メ
ニ
湖
面
ノ
水
量
ヲ
減
ス
ル
ヲ
以
テ
即
チ
一
ノ
患
害
ヲ
惹

起
ス
ハ
必
然
ナ
ル
ヘ
シ
、或
ハ
湖
水
ノ
量
ヲ
減
セ
バ
洪
水
ノ
害
ヲ
省
キ
又

其
減
量
ニ
依
ッ
テ
沿
湖
ニ
墾
地
ヲ
得
ヘ
シ
ト
云
フ
論
者
モ
ア
ラ
ン
ト
雖

ト
モ
之
レ
其
地
理
ノ
大
體
ヲ
曉
ラ
ス
、
只
其
一
ヲ
知
リ
テ
其
二
ヲ
知

ラ
サ
ル
ノ
空
説
ニ
シ
テ
實
際
大
ニ
相
反
對
ス
ル
處
ナ
リ
、
如
何
ト
ナ
レ

ハ
沿
湖
ノ
村
落
タ
ル
ヤ
単
ニ
洪
水
ノ
害
ヲ
被
ム
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ

旱
害
ニ
苦
シ
ム
モ
ノ
最
夥
多
ナ
リ
ト
ス
、
夫
レ
湖
邊
村
落
ノ
如
キ
ハ
何

レ
モ
水
源
ノ
山
岳
ニ
遠
隔
シ
概
子ネ

平
常
河
水
ノ
流
下
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

ナ
ク
、
偶
マ
少
量
ノ
流
水
ア
ル
所
モ
耕
田
ノ
養
水
必
需
ノ
季
ニ
至
レ
ハ

其
流
水
ハ
上
部
ノ
村
落
ニ
占
有
セ
ラ
レ
、
其
餘
流
ヲ
望
ム
モ
固
ヨ
リ
不

充
分
ノ
水
力
湖
邊
ニ
マ
テ
及
ハ
ス
、
殊
ニ
湖
東
各
郡
ニ
於
テ
ハ
全
ク
水

路
ヲ
モ
有
セ
サ
ル
村
落
ア
リ
、
皆
湖
水
ヲ
以
テ
耕
田
ニ
注
グ
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
年
々
捜
苗
ノ
時
季
ヨ
リ
蛇
車
等
ノ
器
具
ヲ
以
テ
湖
水
ヲ
内
江
若

シ
ク
ハ
溝
堀
等
ニ
堰
キ
入
レ
灌
漑
ノ
用
ニ
供
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
ル
處
ニ
シ
テ
、

旱
天
ニ
際
シ
湖
面
ノ
水
量
ヲ
減
ス
ル
時
ハ
、
常
ニ
二
三
ノ
段
階
ニ
テ
堰

キ
、
上
ル
所
モ
五
六
階
ニ
及
ヒ
、
所
ニ
ヨ
レ
ハ
十
數
段
ニ
モ
堰
キ
上
ル
ニ
ア

ラ
サ
レ
ハ
耕
地
ニ
注
ク
ヲ
得
ス
、
而
シ
テ
一
段
階
毎
ニ
二
三
ノ
蛇
車
ヲ

仕
掛
ケ
昼
夜
ノ
別
ナ
ク
灌
漑
ニ
従
事
ス
ル
数
旬
ニ
渉
リ
、其
労
力
實
ニ

容
易
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、又
湖
面
ト
耕
地
ノ
昂
低
拾
尺
余
ノ
差
ア
ル
村

落
ニ
在
ツ
テ
ハ
、旱
年
ニ
至
レ
ハ
到
底
労
力
ノ
効
ナ
ク
眼
下
ニ
湖
水
ヲ
望
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三

ミ
ナ
カ
ラ
終
ニ
稲
苗
ヲ
枯
稿
ニ
属
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
、
以
上
ノ
損
害

ヲ
被
ム
ル
ハ
、
地
理
ヲ
審
ラ
カ
ニ
セ
サ
ル
モ
ノ
ヽ
曽
テ
知
ラ
サ
ル
處
ナ
ル

モ
、實
際
ノ
景
况
斯
ノ
如
ク
灌
漑
不
便
ノ
為
メ
ニ
労
苦
ア
ル
ハ
常
ニ
シ
テ
、

洪
水
ハ
稀
ニ
来
ル
害
ナ
レ
ハ
該
疏
水
ノ
為
メ
水
量
ヲ
減
ス
ル
ノ
利
ヲ
視
ル

ハ
稀
ニ
シ
テ
、
平
常
ノ
労
力
ヲ
倍
ス
ル
ノ
不
利
ヲ
来
タ
シ
尚
旱
歳
ニ
一

層
ノ
損
害
ヲ
加
フ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、其
利
害
得
失
ハ
贅
言
ヲ
俟
タ
ス
シ
テ

判
明
ナ
リ
、
且
夫
レ
耕
地
養
水
ノ
事
タ
ル
農
家
ノ
民
心
ニ
関
ス
ル
最

重
大
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
疏
水
起
工
ノ
為
メ
此
不
利
ヲ
来
タ
サ
ハ
必
ス
一

大
紛
擾
ヲ
醸
ス
ヘ
シ
ト
相
考
候
、
右
ノ
次
第
ニ
付
若
シ
京
都
府
ヨ
リ

起
工
ノ
允
裁
ヲ
請
フ
場
合
ニ
於
テ
ハ
、本
縣
下
ノ
状
況
御
審
査
ノ
上
々

陳
ノ
如
キ
患
害
ヲ
生
セ
サ
ル
様
篤
ト
御
詮
議
被
下
度
、
固
ヨ
リ
一
大

起
工
ノ
儀
ナ
レ
ハ
利
害
ノ
関
渉
ス
ル
所
充
分
御
調
査
相
成
ヘ
ク
儀
ト

信
認
罷
在
候
ヘ
ト
モ
、管
下
ニ
直
接
ノ
巨
害
ア
ル
事
業
ト
見
込
候
ヨ
リ
、

實
際
ノ
景
况
豫
テ
御
洞
察
ヲ
仰
キ
度
敢
テ
此
段
建
議
仕
候
也

　
　

明
治
十
六
年
十
月
十
一
日　

滋
賀
縣
令　

籠
手
田
安
定

　

太
政
大
臣　

三
條
實
美　

殿

　
こ
の
建
議
書
は
、太
政
大
臣
三
条
実
美
か
ら
、各
参
議
、す
な
わ
ち

伊
藤
博
文
・
山
県
有
朋
・
大
木
喬
任
（
司
法
卿
）・
山
田
顕
義
（
内

務
卿
）・
福
岡
孝
弟
（
文
部
卿
）・
大
山
巌
（
陸
軍
卿
）西
郷
従
道
（
農

商
務
卿
）・
井
上
馨
（
外
務
卿
）・
松
方
正
義
（
大
蔵
卿
）・
川
村
純
義

（
海
軍
卿
）・
佐
々
木
高
行
（
工
部
卿
）
の
回
覧
に
付
さ
れ
、
政
府
首

脳
陣
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
建
議
で
籠
手
田
は
、
疏
水
開
通
に
よ
る
琵
琶
湖
水
位
の
低

下
が
も
た
ら
す
旱
害
が
、
洪
水
抑
止
機
能
と
い
う
利
点
よ
り
も
、
農

民
に
は
る
か
に
深
刻
な
農
業
上
の
影
響
を
来
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
、

永
年
水
不
足
に
悩
み
、
琵
琶
湖
の
水
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
県
下
農

村
の
状
況
を
縷
々
説
明
し
な
が
ら
説
き
起
こ
し
、
疏
水
が
起
工
さ
れ

て
湖
水
が
減
じ
た
場
合
に
は
一
大
紛
擾
さ
え
惹
起
す
る
怖
れ
が
あ
る

と
警
告
し
、こ
う
し
た
「
巨
害
」
が
懸
念
さ
れ
る
疏
水
事
業
に
関
し
て

は
十
分
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

　

中
央
政
界
で
は
、
表
面
上
は
北
垣
知
事
の
疏
水
事
業
へ
の
根
回
し

が
進
み
、
京
都
府
と
農
商
務
省
と
の
間
で
具
体
的
な
水
利
計
画
書

作
成
ま
で
事
が
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
槇
村
前
知
事
に
よ
る
疏

水
反
対
の
巡
察
使
報
告
書
の
情
報
も
伝
わ
っ
て
い
た
か
ら
、こ
の
籠
手

田
県
令
の
太
政
大
臣
等
へ
の
建
議
は
、
そ
う
し
た
槇
村
の
危
惧
を
い
っ

そ
う
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、

籠
手
田
県
令
の
建
議
で
は
、
槇
村
の
報
告
書
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
旱
害
発
生
と
い
う
滋
賀
県
民
に
と
っ
て
の
死
活
に
か
か
わ
る
問

題
を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
か
ら
、
北
垣
が
農
商
務
省
と
の
間
で

先
行
し
て
進
め
て
い
た
疏
水
計
画
の
問
題
点
が
さ
ら
に
浮
か
び
上
が

る
形
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
佐
々
木
克
氏
は
、
明
治
十
六
年
十
一
月
二
日
付
け
の
中
井
弘

か
ら
三
島
通
庸
宛
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
三
島
が
中
井
を
次
期
滋
賀
県

令
に
就
か
せ
る
こ
と
を
伊
藤
博
文
に
持
ち
か
け
、
そ
の
件
で
伊
藤
が

中
井
家
を
訪
ね
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。こ
う
し
た
三
島
と
伊

藤
の
県
令
籠
手
田
更
迭
―
中
井
就
任
の
工
作
は
、
前
号
で
も
述
べ
た
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四

よ
う
に
、
突
然
こ
の
時
期
に
出
て
き
た
の
で
は
な
く
て
、
籠
手
田
の
琵

琶
湖
疏
水
反
対
の
政
府
へ
の
建
言
の
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、籠
手
田
の
行
動
に
対
す
る
素
早
い
反
応
と
し
て
、籠
手
田
更
迭

へ
の
動
き
を
始
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
段
階
で
、
政
府
に
は
北
垣
知
事
の
根
回
し
に
よ
っ
て
琵
琶
湖

疏
水
に
反
対
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
当
時
福
島
県

令
で
あ
っ
た
三
島
通
庸
が
、
中
井
弘
を
次
期
滋
賀
県
令
に
据
え
る
工

作
を
伊
藤
と
と
も
に
進
め
た
の
か
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
三
島
は
、
周
知
の
よ
う
に
東
北
諸
県
で
道

路
開
削
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、

当
時
福
島
県
令
と
し
て
安
積
疏
水
を
完
成
に
導
き
、
明
治
十
五
年

三
月
に
北
垣
知
事
が
そ
の
工
事
を
視
察
に
行
っ
た
時
に
は
、お
そ
ら
く

疏
水
建
設
事
業
に
相
応
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
島
自
身
は
、
自
ら
の
土
木
事
業
や
疏
水
完
成

の
経
験
か
ら
、
琵
琶
湖
疏
水
を
敢
行
し
よ
う
と
す
る
北
垣
知
事
の

立
場
を
支
持
し
、支
援
し
よ
う
と
す
る
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
三
島
は
、明
治
七
年
十
二
月
に
東
京
府
参
事
か
ら
酒
田
県
令

に
転
任
と
な
る
が
、こ
の
時
の
人
事
は
伊
藤
博
文
が
関
わ
っ
た
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
（
2
）、
伊
藤
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
島
が

山
形
県
令
と
し
て
数
々
の
道
路
開
削
工
事
を
敢
行
し
て
い
た
時
（
明

治
九
年
八
月
〜
同
十
五
年
七
月
）
は
、
伊
藤
が
、
大
久
保
利
通
遭
難

の
後
に
内
務
卿
と
な
り
、
積
極
的
な
河
川
・
土
木
改
修
事
業
を
展

開
し
て
い
た
時
期
（
明
治
十
一
年
五
月
〜
十
三
年
二
月
）と
重
な
り
、

両
者
の
緊
密
な
関
係
は
継
続
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
中
井
弘
に
関
し
て
は
、三
島
が
、
そ
の
人
柄
と
力
量
を
熟

知
し
て
、
次
期
滋
賀
県
知
事
に
推
挙
す
る
ほ
ど
親
し
か
っ
た
か
と
い
う

と
、そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
（
3
）。

　

と
こ
ろ
が
、
伊
藤
は
中
井
と
は
、
旧
知
の
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。

慶
應
四
年
二
月
末
日
、
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
一
行
は
、
王
政
復
古
の

勅
令
渙
発
後
の
天
皇
に
謁
見
す
る
た
め
、
宿
泊
地
で
あ
る
京
都
の
知

恩
院
を
出
た
後
、
攘
夷
思
想
の
刺
客
に
襲
わ
れ
た
が
、
接
待
役
の
中

井
と
後
藤
象
二
郎
が
身
を
挺
し
て
防
御
し
た
。こ
の
時
の
接
待
役
の

一
人
が
伊
藤
で
あ
っ
た
（
4
）。
ま
た
明
治
元
年
、
神
戸
で
同
じ
く
英

国
公
使
パ
ー
ク
ス
の
隊
列
と
岡
山
藩
の
隊
列
が
刃
傷
沙
汰
の
衝
突
を

起
こ
し
て
外
交
問
題
化
す
る
と
こ
ろ
を
、
当
時
兵
庫
県
令
で
あ
っ
た

伊
藤
が
何
と
か
鎮
撫
し
て
ま
と
め
上
げ
た
。こ
の
時
政
府
か
ら
派
遣

さ
れ
て
事
件
の
審
理
に
あ
た
っ
た
外
国
係
の
一
人
が
中
井
弘
で
あ
っ

た
（
5
）。
さ
ら
に
、
明
治
四
年
に
出
立
し
た
岩
倉
使
節
団
が
、
イ
タ
リ

ア
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
私
的
に
世
界
視
察
の
旅
に
出
て
い
た
中
井
弘

と
大
倉
喜
八
郎
は
ホ
テ
ル
に
使
節
団
一
行
を
訪
ね
た
が
、
そ
の
時
伊

藤
の
中
井
へ
の
好
意
に
よ
っ
て
二
人
は
厚
遇
さ
れ
て
い
る（
6
）。

　

中
井
は
、
そ
の
ま
ま
使
節
団
に
加
わ
っ
て
欧
州
等
を
視
察
し
て
明

治
六
年
十
二
月
に
帰
国
す
る
が
、
七
年
十
月
、
外
務
省
一
等
書
記
官

と
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
航
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
九
年
五
月
に
帰
国

す
る
と
、工
部
省
の
権
少
丞
に
任
ぜ
ら
れ
る
。こ
れ
は
工
部
卿
に
就
い

た
ば
か
り
の
伊
藤
博
文
が
中
井
の
人
柄
と
能
力
を
買
っ
て
抜
擢
し
た

2 

国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
三
島
通
庸
関
係
文
書

目
録
」、
井
上
頼
圀
か
ら
柴
山
景
綱
宛
書
簡
、「
大

教
院
増
上
寺
ヘ
設
置
ノ
次
第 

三
島
氏
ヲ
酒
田
県

令
ニ
周
旋
セ
シ
ハ
伊
藤
公
ソ
ノ
裏
ニ
真
宗
ア（
リ
）

ト
ノ
説
ア
リ
」（
明
治
二
十
八
年
十
二
月
二
十
四
日

付
け
）。

3 

因
み
に
『
三
島
通
庸
関
係
文
書
目
録
』
で
は
、

三
島
か
ら
中
井
弘
へ
の
書
簡
は
一
一
通
で
、
七
通

が
明
治
一
六
年
一
一
月
二
日
〜
同
二
十
年
ま
で
が

七
通
、年
不
明
が
四
通
で
あ
る
。

4 

濱
谷
由
太
郎
編
『
櫻
洲
山
人
の
追
憶
』

一
九
三
四
年
、
内
外
出
版
印
刷
株
式
会
社
、
四
〇

〜
四
一
頁
。
こ
の
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
襲
撃
事
件

に
つ
い
て
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
遠
い
崖

―
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
日
記
抄
』（
6
）、
ま

た
屋
敷
茂
雄『
中
井
桜
洲
』幻
冬
舎
、
二
〇
一
〇
年
、

一
一
三
〜
一
三
九
頁
、参
照
。

5 

同『
櫻
洲
山
人
の
追
憶
』四
三
〜
五
五
頁
。

6 

同『
櫻
洲
山
人
の
追
憶
』五
六
〜
五
七
頁
。前
掲
、

屋
敷
茂
雄
『
中
井
桜
洲
』一
七
一
〜
一
九
二
頁
、
参

照
。
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五

も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
井
は
伊
藤
の
工
部
省
拡
充
政
策
を
支
え
、
そ

の
後
明
治
十
五
年
に
は
工
部
省
権
大
書
記
官
と
な
っ
て
い
る（
7
）。

　

明
治
十
一
年
五
月
に
大
久
保
利
通
内
務
卿
が
紀
尾
井
坂
の
変
で

斃
さ
れ
る
と
、
後
任
の
内
務
卿
に
は
伊
藤
が
就
い
た
。こ
の
年
の
七
月

に
北
垣
国
道
は
、
内
務
省
少
書
記
官
庶
務
局
長
に
就
い
て
伊
藤
の

積
極
的
な
内
務
行
政
を
支
え
て
い
る
（
8
）。こ
う
し
て
伊
藤
が
工
部

省
を
去
る
と
、
井
上
馨
が
後
任
の
工
部
卿
と
な
る
。
中
井
は
、
引
続

き
井
上
の
下
で
工
部
省
行
政
を
支
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
翌
十
二
年

九
月
に
井
上
は
外
務
卿
に
転
じ
て
以
後
条
約
改
正
に
取
組
ん
で
い
く
。

中
井
は
、
そ
の
十
一
月
に
工
部
省
に
止
ま
り
な
が
ら
外
務
省
御
用
掛

と
な
っ
て
井
上
の
外
交
を
も
支
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
明
治
十
六
年

七
月
に
井
上
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
鹿
鳴
館
は
中
井
の
命
名
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
中
井
は
、
伊
藤
の
盟
友
井
上
と
も
実
に
近
し

い
存
在
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
人
間
関
係
を
見
る
と
、
お
そ
ら
く
三
島
通
庸
が
、
政
界

の
中
心
人
物
で
か
つ
て
内
務
行
政
で
知
見
が
あ
っ
た
伊
藤
博
文
に
相

談
し
、
伊
藤
が
、
か
ね
て
か
ら
旧
知
の
中
で
あ
り
知
事
就
任
の
希
望

を
抱
い
て
い
た
中
井
弘
を
そ
の
候
補
に
挙
げ
て
、
事
が
進
ん
で
い
っ
た

も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
政
府
側
の
動
き
を

北
垣
知
事
も
知
悉
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
北
垣
に
と
っ
て
伊
藤
は
、
内
務
省
勤
務
時
代
の
直
接
の
上
司

に
あ
た
り
、
三
島
と
も
安
積
疏
水
見
学
以
来
交
流
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
先
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
関
係
か
ら

見
れ
ば
、
三
島
と
伊
藤
に
よ
る
籠
手
田
更
迭
と
中
井
登
用
の
政
治

工
作
そ
の
も
の
を
北
垣
も
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
滋
賀
県
令
更
迭
と
い
う
政
治
工
作
を
、疏
水
問
題
の

一
方
の
当
事
者
で
あ
る
京
都
府
知
事
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
進
め
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
北
垣
は
、こ
の
時
点
で
早
く
も
籠
手
田
更
迭
と
い
う
政
府

側
の
腹
案
を
知
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
も
ま
っ
た
く
強
気
で
、
滋
賀

県
側
の
主
張
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
疏
水
計
画

に
邁
進
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、こ
こ
で
今
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
籠
手
田

県
令
が
疏
水
事
業
へ
の
異
議
申
し
立
て
の
建
議
を
行
っ
た
わ
ず
か
二

日
後
の
十
月
十
三
日
に
、
農
商
務
省
技
師
の
吉
田
健
作
が
、
近
江
商

人
の
財
力
と
麻
布
商
い
の
豊
富
な
経
験
に
着
目
せ
よ
と
い
う
品
川

弥
二
郎
同
省
大
舗
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
滋
賀
県
勧
業
課
長
高

谷
光
雄
宛
に
大
津
で
の
機
械
制
麻
糸
製
織
会
社
の
設
立
を
持
ち
か

け
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
9
）。

　
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
品
川
弥
二
郎
は
、
薩
摩
藩

出
身
の
西
郷
従
道
農
商
務
卿
の
配
下
に
あ
っ
た
が
、
長
州
藩
出
身

で
あ
り
、
明
治
十
五
年
月
に
三
菱
に
対
抗
し
て
渋
沢
栄
一
や
井
上

馨
ら
と
協
力
し
て
共
同
汽
船
会
社
を
興
し
た
経
歴
が
あ
り
、
ま
た

北
垣
国
道
と
も
幕
末
動
乱
期
よ
り
親
交
が
あ
っ
た
。
品
川
は
、
疏
水

に
関
し
て
は
建
設
コ
ス
ト
の
あ
ま
り
の
高
さ
を
理
由
に
反
対
で
あ
っ

た
と
い
う
田
邉
朔
郎
の
言
が
あ
る
が
（
10
）、
そ
れ
は
後
年
工
事
費
が

一
二
五
万
円
と
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
段
階
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
で

8 

前
号
掲
、
石
田
三
雄
「
琵
琶
湖
か
ら
疏
水
を
引

い
た
人
脈
と
技
術
」三
二
頁
。

9 

高
谷
光
雄
『
日
本
製
麻
史
全
』
明
治
四
十
年

十
七
四
〜
十
七
五
頁
。

10 

前
掲『
水
力
使
用
事
業
』一
六
三
〜
一
六
四
頁
。

7 

こ
こ
で
の
、
ま
た
以
後
の
中
井
弘
と
伊
藤
博
文
、

井
上
馨
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
屋
敷
茂

雄『
中
井
桜
洲
』一
九
三
〜
二
〇
五
頁
、参
照
。
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六

あ
っ
て
、六
〇
万
円
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
の
段
階
で
は
、品
川
も
疏
水
建

設
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

琵
琶
湖
疏
水
の
取
水
口
に
あ
た
る
大
津
と
い
う
町
は
、
こ
れ
ま
で

近
江
麻
布
の
集
散
地
で
は
な
く
麻
布
産
業
と
ほ
と
ん
ど
縁
の
な
い
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
琵
琶
湖
疏
水
に
異
議
を
申
し
立
て
る
籠
手
田
県

令
が
陣
取
る
滋
賀
県
庁
が
所
在
す
る
町
で
あ
る
。こ
の
地
に
近
代
的

製
麻
工
場
を
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
疏
水
事
業
を
京
都
府
と
進

め
て
き
た
農
商
務
省
が
、
疏
水
反
対
を
声
高
に
唱
え
る
滋
賀
県
令
へ

の
配
慮
と
し
て
、
そ
の
お
膝
元
へ
こ
の
工
場
誘
致
を
持
ち
か
け
た
と
い

え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、十
月
十
一
日
に
、籠
手
田
県
令
に
よ
る
琵
琶
湖
疏
水
へ

の
異
議
申
し
立
て
の
建
議
が
政
府
に
な
さ
れ
る
や
否
や
、
一
方
で
三

島
―
伊
藤
ラ
イ
ン
で
籠
手
田
更
迭
の
政
治
工
作
が
始
め
ら
れ
、他
方

で
疏
水
取
水
口
で
滋
賀
県
庁
の
あ
る
大
津
町
に
政
府
の
支
援
付
き

で
製
麻
工
場
を
誘
致
す
る
と
い
う
懐
柔
策
と
も
い
え
る
施
策
が
採

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

農
商
務
省
で
は
、海
軍
等
の
軍
事
用
品
に
輸
入
麻
布
が
多
用
さ
れ

て
い
る
事
態
に
鑑
み
て
、
明
治
十
一
年
に
吉
田
健
作
を
フ
ラ
ン
ス
に
派

遣
し
て
、
近
代
的
製
麻
業
を
視
察
さ
せ
、
吉
田
は
、
帰
国
後
機
械
制

の
製
麻
工
場
建
設
を
訴
え
て
、日
本
各
地
に
そ
の
候
補
地
を
探
索
し

て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
松
方
デ
フ
レ
下
に
あ
っ
て
そ
の
候
補
地

に
名
乗
り
出
る
地
域
が
見
ら
れ
な
い
な
か
、
江
戸
期
よ
り
麻
布
商
い

に
長
じ
る
近
江
商
人
を
輩
出
し
て
き
た
滋
賀
県
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
十
六
年
十
月
、
ち
ょ
う
ど
大
阪
に
て
関
西
府
県
連

合
織
物
外
四
品
共
進
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
西
郷
農
商
務
卿
並

び
に
同
省
大
舗
品
川
弥
二
郎
が
来
場
し
、出
品
中
の
輸
入
麻
糸
を
用

い
て
製
織
し
た
近
江
麻
布
を
見
て
、
輸
入
麻
糸
の
増
大
す
る
現
実
を

実
感
し
、
海
軍
等
の
軍
需
品
が
輸
入
亜
麻
に
席
巻
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
事
態
に
対
処
す
る
た
め
国
産
製
麻
業
興
隆
の
必
要
性
を
改
め

て
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た（
11
）。

　

実
は
こ
の
時
西
郷
は
、
同
時
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
て
い
た
製
茶
品

評
会
に
も
出
席
し
た
の
で
あ
る
が
、
北
垣
京
都
府
知
事
は
、
京
都
府

も
出
品
し
て
い
た
製
茶
品
評
会
の
表
彰
式
へ
出
席
の
途
次
、
神
戸
滞

在
中
の
西
郷
を
訪
ね
て
懇
談
し
て
い
る
。
そ
の
折
西
郷
の
来
京
を
請

う
て
、二
十
七
日
に
は
西
郷
を
京
都
に
迎
え
て
い
る
。

　

京
都
で
は
、
西
郷
を
迎
え
て
、
府
が
近
代
的
織
物
視
察
に
欧
州
に

派
遣
し
て
い
た
横
田
満
寿
之
助
に
、
同
氏
が
フ
ラ
ン
ス
よ
り
持
ち
帰
っ

た
麻
・
亜
麻
・
織
物
等
の
陳
列
品
を
案
内
さ
せ
て
い
る（
12
）。
横
田
満

寿
之
介
は
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
吉
田
健
作
と
共
に
西
洋
の
近
代

的
麻
布
産
業
を
研
鑽
し
た
同
志
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
北
垣
は
、横
田
に

よ
る
案
内
の
後
、
琵
琶
湖
疏
水
の
手
続
き
に
関
し
て
西
郷
に
具
申
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
両
者
の
密
接
な
交
流
の
中
で
、西
郷
農
商
務
卿
と
北
垣

知
事
は
何
を
話
し
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
京
都
府
が
農

商
務
省
の
原
案
を
も
と
に
し
た
疎
水
事
業
案
の
勧
業
諮
問
会
等
へ
の

上
申
に
つ
い
て
説
明
と
了
解
が
持
た
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か

ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
直
近
の
十
月
に
起
っ
た
極
め
て
重
要
な

12 『
塵
海
』
明
治
十
六
年
十
月
二
十
五
日
〜

二
十
七
日
。

11 

前
掲
高
谷
光
雄
『
日
本
製
麻
史
全
』
一
六
九
〜

一
七
〇
頁
。
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七

こ
と
、
す
な
わ
ち
籠
手
田
県
令
が
政
府
太
政
大
臣
に
琵
琶
湖
疏
水
へ

の
強
い
異
議
申
し
立
て
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
農
商
務
省
が

滋
賀
県
側
に
疏
水
取
水
口
の
大
津
で
の
近
代
製
麻
会
社
の
設
立
を

打
診
し
た
こ
と
が
、
吉
田
―
横
田
の
ル
ー
ト
で
北
垣
に
も
伝
わ
り
、
話

題
に
上
っ
た
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
―
三
島
に
よ
る
籠
手
田
更
迭
の
話
も

共
有
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
北
垣
と
の
会
談
の
あ
と
西
郷
は
、二
十
九
日
に
滋
賀
県
に
行

き
、
三
十
日
に
京
都
に
帰
っ
て
い
る
（
13
）。
西
郷
は
、
直
前
の
北
垣
京

都
府
知
事
と
の
会
談
も
踏
ま
え
て
、
滋
賀
県
側
に
疏
水
事
業
の
進

展
や
大
津
で
の
製
麻
会
社
設
立
に
関
し
て
談
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
滋

賀
県
側
で
は
、こ
の
直
後
の
十
一
月
一
日
、高
谷
勧
業
課
長
が
、近
江

麻
糸
会
社
設
立
に
関
し
て
次
の
事
柄
を
籠
手
田
県
令
に
具
申
し
て
い

る
。

・
農
商
務
省
の
吉
田
技
師
の
言
う
よ
う
に
、
民
設
に
て
製
麻
工
場
を

興
し
て
、海
軍
其
他
に
供
給
す
る
起
業
を
図
り
た
い
。

・
そ
の
際
政
府
か
ら
機
械
費
用
の
貸
与
や
農
商
務
省
の
支
援
も
受

け
ら
れ
そ
う
な
の
で
、
目
下
滋
賀
県
に
対
し
機
械
制
製
麻
工
場

設
立
を
申
請
し
て
い
る
民
間
人
も
い
る
の
で
、
農
商
務
省
が
打
診

し
て
い
る
製
麻
会
社
創
設
に
参
加
す
る
募
集
を
か
け
て
賛
同
者
を

募
り
た
い
。

・
籠
手
田
県
令
が
上
京
の
折
は
、
吉
田
技
師
の
言
う
よ
う
に
確
か
に

政
府
か
ら
資
金
貸
与
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
海
軍
省
か
ら

の
需
用
は
確
実
な
の
か
を
大
蔵
省
と
農
商
務
省
品
川
大
舗
に
確

認
し
て
も
ら
い
た
い（
14
）。

　
こ
う
し
て
滋
賀
県
は
、農
商
務
省
の
推
奨
す
る
麻
糸
紡
織
会
社
設

立
の
方
向
に
進
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
籠
手
田
県
令
は
、
十
一
月
十
二
日
に
高
谷
を
他
の
二
名
の
県

吏
と
と
も
に
琵
琶
湖
疏
水
の
事
務
取
調
に
任
命
し
て
お
り
、
高
谷
は
、

同
時
進
行
す
る
製
麻
会
社
設
立
と
琵
琶
湖
疏
水
問
題
の
双
方
に
直

接
係
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
高
谷
を
通
じ
て
農
商
務
省
は
、
大
津
に
製
麻
会
社
を
設
立
す

る
代
わ
り
に
滋
賀
県
が
琵
琶
湖
疏
水
事
業
に
反
対
し
な
い
で
、
首
尾

よ
く
収
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
が
滋
賀
県
と
し
て
は
、政
府
の
支
援
で
近
代
製
麻
工
場
が
設
立

で
き
る
こ
と
は
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
疏
水
開
通
に
よ
っ

て
多
大
な
損
害
を
被
っ
た
場
合
、
事
は
滋
賀
県
民
全
体
の
利
害
に
係

わ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
簡
単
に
琵
琶
湖
疏
水
に
関
し
て
滋
賀
県
側

の
主
張
を
撤
回
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
、こ
こ
で
頑
な
に
強
硬
な
疏
水
反
対
論
を
主
張
す
る
ば
か
り
で

は
、
そ
れ
を
口
実
に
製
麻
工
場
の
立
地
が
他
所
へ
変
更
さ
れ
た
り
、農

商
務
省
か
ら
の
援
助
が
首
尾
よ
く
得
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
滋
賀
県
側
と
し
て
は
製
麻
会
社

設
立
と
近
江
商
人
の
経
営
参
加
に
協
力
す
る
代
わ
り
に
、
琵
琶
湖

疏
水
に
お
け
る
滋
賀
県
側
の
主
張
を
組
み
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
を

期
待
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

か
た
や
政
府
と
し
て
も
、
明
治
十
七
年
と
い
う
松
方
デ
フ
レ
の
不

況
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
吉
田
健
作
技
師
が
説
く
機
械
制
製
麻
会
社

の
創
設
を
引
き
受
け
る
と
こ
ろ
は
全
国
で
一
つ
も
な
く
、
近
江
商
人

14 

前
掲『
日
本
製
麻
史
全
』一
七
一
〜
一
七
五
頁
。

13 『
塵
海
』同
年
同
月
二
十
九
日
、三
十
日
。
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の
財
力
と
麻
製
品
製
造
の
特
産
地
で
も
あ
る
滋
賀
県
が
、こ
の
起
業

計
画
か
ら
降
り
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
こ
の
近
代
製
麻
産
業
勃
興
計
画

そ
の
も
の
が
頓
挫
し
か
ね
な
い
こ
と
と
な
り
、
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、政
府
と
し
て
も
琵
琶
湖
疏
水
に
関
す
る
滋
賀
県

側
の
意
向
を
汲
み
入
れ
て
、
両
者
が
成
功
裏
に
進
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

で
は
、こ
う
し
た
思
惑
が
錯
綜
す
る
な
か
、西
郷
農
商
務
卿
は
、滋

賀
県
側
の
疏
水
に
関
す
る
意
向
を
京
都
府
側
に
伝
え
、
そ
の
善
処
を

図
る
対
応
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、次
に
見
る
京
都

府
側
の
行
動
を
見
れ
ば
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

　

北
垣
知
事
は
、
籠
手
田
県
令
の
異
議
申
し
立
て
の
建
議
を
知
り
、

西
郷
農
商
務
卿
と
面
談
を
重
ね
て
滋
賀
で
の
製
麻
会
社
設
立
の
動

き
も
含
め
た
情
報
を
得
て
も
、籠
手
田
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
、滋
賀

県
側
の
危
惧
す
る
旱
害
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
協
議
し
た
り
配
慮
し

た
り
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
い
っ
さ
い
見
せ
な
か
っ
た
。

　

北
垣
は
、
疏
水
事
業
へ
の
地
元
か
ら
の
強
い
支
持
を
取
り
付
け
る

た
め
に
、十
一
月
五
日
〜
七
日
に
は
、京
都
の
有
力
者
・
商
工
業
者
か

ら
選
定
さ
れ
た
勧
業
諮
問
員
五
〇
名
を
招
し
て
勧
業
諮
問
会
を
開

催
し
た
。こ
の
勧
業
諮
問
会
に
は
、疏
水
推
進
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て

い
る
京
都
商
工
会
議
所
の
会
長
高
木
文
平
は
じ
め
、
山
本
覚
馬
・
濱

岡
光
哲
・
中
村
栄
助
・
内
貴
甚
三
郎
ら
役
員
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
て

い
た
。

　
こ
こ
で
は
琵
琶
湖
疏
水
の
「
起
工
趣
意
書
」
が
示
さ
れ
て
、前
号
に

お
い
て
詳
述
し
た
よ
う
に
、
京
都
の
衰
退
を
挽
回
す
る
た
め
に
、
何
よ

り
安
価
な
水
力
動
力
に
よ
る
機
械
工
業
振
興
が
強
調
さ
れ
、加
え
て

白
河
筋
や
堀
川
筋
へ
の
灌
漑
用
の
疏
水
延
伸
が
必
要
で
、
そ
の
た
め

に
工
事
予
算
が
六
〇
万
円
に
倍
増
さ
れ
た
点
が
説
明
さ
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
疏
水
に
よ
る
新
興
工
業
勃
興
論
こ
そ
、
高
木
文
平
や
「
商
工

立
国
論
」
を
唱
え
る
山
本
覚
馬
、
そ
し
て
そ
の
教
え
を
受
け
た
濱
岡

光
哲
ら
が
進
ん
で
疏
水
事
業
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
か
ら
勧
業
諮

問
会
で
は
、大
き
な
反
論
な
ど
無
く
終
了
し
て
い
る（
15
）。

　

し
か
し
、こ
こ
で
北
垣
は
諮
問
会
議
の
場
で
、籠
手
田
滋
賀
県
令
か

ら
強
固
な
疏
水
反
対
の
建
議
が
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
前
知
事
槇
村
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
る
批
判
が
政
府
に
提
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
諮
問
員
た
ち
に
説
明
し
た
形
跡
は
な
い
。

　

そ
し
て
北
垣
知
事
は
、こ
の
勧
業
諮
問
会
の
直
後
の
十
一
月
八
日
、

大
津
始
審
裁
判
所
の
落
成
式
に
臨
ん
だ
際
に
、
籠
手
田
県
令
と
邂

逅
し
、
そ
こ
で
琵
琶
湖
疏
水
に
関
し
て
籠
手
田
に
初
め
て
直
接
説
明

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
籠
手
田
は
、
自
己
の
治
下
の
利
を
図
る
た
め

に
他
の
治
下
に
害
を
与
え
る
こ
と
な
か
れ
、
も
し
疏
水
事
業
が
滋
賀

管
内
に
不
利
と
な
る
な
ら
ば
、江
州
人
民
に
代
わ
っ
て
あ
く
ま
で
こ
れ

を
拒
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
、
強
い
抗
議
の
意
思
を
表
示
し
て
い
る
（
16
）。

お
そ
ら
く
籠
手
田
は
、
自
ら
政
府
に
対
し
て
旱
害
な
ど
滋
賀
県
側
の

被
害
に
配
慮
す
る
よ
う
求
め
た
建
議
を
提
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
こ
と
へ
の
京
都
府
側
か
ら
の
誠
意
あ
る
反
応
が
ま
っ
た
く
見
ら
れ

な
い
こ
と
へ
の
苛
立
ち
か
ら
、こ
の
よ
う
な
発
言
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

15 

前
掲『
水
力
使
用
事
業
』二
四
〜
四
六
頁
。

16 「
滋
賀
県
勧
業
諮
問
会
」京
都
滋
賀
新
報
、明
治

十
七
年
三
月
十
四
日
。
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北
垣
は
こ
の
籠
手
田
の
発
言
に
対
し
、
江
州
人
民
に
害
を
与
え
る

こ
と
は
な
い
と
返
答
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
彼
は
、
帰
京
す
る
と
す
ぐ
に
疏
水
工
事
に
関
す
る
計
画

案
（「
趣
意
書
」
）
を
、
上
下
両
京
聯
合
区
会
に
付
す
準
備
を
進
め
、

十
一
月
十
三
日
に
は
同
会
議
に
、
勧
業
諮
問
会
に
諮
っ
た
の
と
同
様

の
案
を
付
議
し
た
。
そ
こ
で
は
、
北
垣
知
事
か
ら
疏
水
事
業
の
主
旨

が
熱
意
を
も
っ
て
訴
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
出
席
議
員
か
ら
は
、

水
力
に
よ
る
工
業
勃
興
と
い
う
主
旨
そ
の
も
の
へ
の
疑
問
、
若
王
子

以
北
の
水
利
に
関
し
て
上
下
両
京
区
が
負
担
す
る
こ
と
の
妥
当
性
、

疏
水
建
設
後
の
水
利
使
用
料
、水
力
の
馬
力
数
、土
地
買
上
げ
の
具

体
的
方
法
、
そ
し
て
産
業
基
立
金
を
充
当
す
る
こ
と
の
妥
当
性
な
ど
、

北
垣
疏
水
事
業
案
に
対
す
る
根
本
的
な
疑
義
が
呈
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
に
対
し
、
府
当
局
が
原
案
の
主
旨
に
沿
っ
て
懇
篤
な
説
明
が
な
さ

れ
て
、原
案
は
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
疏
水
事
業
案
は
可
決
さ
れ
た
が
、問
題
は
、こ
の
聯
合
区

会
に
お
い
て
、「
滋
賀
県
・
大
阪
府
に
支
障
な
き
や
」
と
の
核
心
に
迫

る
質
疑
が
挙
が
っ
た
が
、「（
両
府
県
と
も
・
・
引
用
者
）疾
く
に
照
会

し
て
差
し
支
え
な
き
旨
の
回
答
を
得
て
あ
り
」
と
い
う
虚
偽
の
答
弁

を
府
当
局
が
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
17
）。つ
ま
り
聯
合
区
会
に
対

し
て
も
、
疏
水
に
関
し
て
滋
賀
県
側
か
ら
政
府
太
政
大
臣
宛
に
建
議

書
ま
で
提
出
し
て
大
い
な
る
危
惧
の
念
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
重

大
な
事
実
が
、区
会
代
表
者
達
に
ま
っ
た
く
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、疏

水
原
案
が
了
承
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
七
日
に
は
聯
合
区
会
議
長
が
上
京
・
下
京
両
区
長
に
こ
の
疎
水

事
業
案
を
具
申
し
、
両
区
長
は
知
事
に
上
申
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
北
垣
の
疏
水
事
業
計
画
は
、
滋
賀
県
側
の
意
向
や
懸
念

を
府
民
に
隠
し
た
ま
ま
府
民
に
よ
る
正
式
な
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

北
垣
と
し
て
は
、
す
で
に
籠
手
田
更
迭
の
政
治
工
作
が
進
ん
で
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
滋
賀
県
側
に
配
慮
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
京
都
の

有
力
者
に
滋
賀
県
側
の
憂
慮
を
伝
え
な
く
て
も
、自
身
の
思
惑
通
り

に
事
が
進
ん
で
い
く
と
踏
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
に
見
た
北
垣
知
事
に
よ
る
京
都
府
側
の
疏
水

事
業
の
進
め
方
を
見
れ
ば
、西
郷
農
商
務
卿
が
、
滋
賀
県
側
に
麻
糸

製
織
会
社
の
設
置
を
勧
め
つ
つ
、
他
方
で
京
都
側
に
滋
賀
県
側
の
疏

水
に
対
す
る
強
い
懸
念
に
応
分
の
配
慮
を
促
す
よ
う
な
措
置
を
採

る
よ
う
に
働
き
か
け
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。つ
ま
り
、西
郷
農
商

務
卿
は
、
近
江
麻
糸
紡
織
会
社
設
置
を
図
る
代
わ
り
に
疏
水
事
業

と
い
う
無
理
難
題
を
滋
賀
県
側
が
自
己
抑
制
し
て
、
疏
水
建
設
を

容
認
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

　

だ
が
、
籠
手
田
県
令
は
、
こ
う
し
た
疏
水
開
鑿
に
よ
っ
て
滋
賀
県

側
が
被
る
損
失
を
無
視
し
た
農
商
務
省
と
京
都
府
側
の
対
応
を
た

だ
黙
認
し
、
追
従
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
籠
手
田
は
、
十
一
月

十
七
日
、
上
京
し
て
地
方
官
諮
問
会
に
参
加
し
、
さ
ら
に
「
そ
の
筋

の
人
」（
お
そ
ら
く
政
府
関
係
者
で
あ
ろ
う
―
筒
井
）
や
上
京
中
の

京
都
府
知
事
に
会
い
、
琵
琶
湖
疏
水
の
件
で
滋
賀
県
側
の
事
情
を

訴
え
た
。
籠
手
田
は
「
京
都
府
が
あ
え
て
疏
水
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば

17 

前
掲『
水
力
使
用
事
業
』四
七
〜
八
三
頁
。
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十

水
門
の
鍵
を
余
に
預
け
置
け
、
否
近
江
全
国
を
管
轄
す
る
滋
賀
県

庁
を
し
て
水
門
開
閉
の
自
由
を
握
ら
し
め
よ
」
と
訴
え
た
。

　
こ
こ
で
籠
手
田
は
、
水
門
の
鍵
を
自
分
の
も
と
に
お
い
て
管
理
さ
せ

よ
と
い
う
、
い
か
に
も
過
激
な
疏
水
反
対
論
を
展
開
し
て
衆
人
か
ら

の
攻
撃
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
十
七
年
三
月
に
開

か
れ
た
滋
賀
県
勧
業
諮
問
会
に
お
け
る
籠
手
田
自
身
の
説
明
に
よ

る
と
、
籠
手
田
の
意
図
は
、
将
来
事
情
が
分
か
ら
な
い
他
の
知
事
が

赴
任
し
、水
害
を
被
る
よ
う
な
水
量
多
い
時
に
多
量
の
水
を
京
都
側

に
流
し
、
旱
魃
の
よ
う
な
水
不
足
の
時
に
少
量
の
水
し
か
流
さ
な
い

よ
う
な
措
置
を
行
っ
て
京
都
側
に
不
利
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
が
無

い
よ
う
に
、水
門
管
理
に
公
平
を
期
し
た
い
と
、京
都
府
側
の
利
害
に

も
配
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
18
）。

　
こ
の
時
籠
手
田
は
、高
谷
勧
業
課
長
か
ら
新
設
予
定
の
製
麻
会
社

へ
の
政
府
か
ら
の
資
金
援
助
等
の
確
認
を
託
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し

た
事
情
を
踏
ま
え
て
表
面
上
は
過
激
に
見
え
る
言
動
も
、
そ
の
真
意

は
従
前
と
比
べ
妥
協
的
に
な
っ
て
い
た
。
と
い
う
よ
り
、
疏
水
計
画
そ

の
も
の
に
全
面
的
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
水
源
で
あ
る
琵
琶
湖

を
擁
す
る
滋
賀
県
側
の
予
想
さ
れ
る
損
害
に
十
分
配
慮
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
、よ
り
条
件
闘
争
的
色
彩
を
強
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
て
疏
水
の
こ
と
が
世
情
を
騒
が
せ
る
よ
う
に
な
り
滋
賀
県

民
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
滋
賀
県
民
各
層
か
ら
様
々

な
意
見
や
懸
念
が
沸
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
十
一
月
三
十
日
に
は
、
大

津
知
人
会
か
ら
、
京
都
の
勧
業
諮
問
会
や
上
下
両
京
聯
合
区
会
で

疏
水
促
進
が
可
決
さ
れ
、
し
か
も
聯
合
区
会
で
は
「
滋
賀
県
カ
ラ
ハ

疾
ク
ニ
差
障
リ
無
キ
旨
回
答
ア
リ
」
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
に
疑

念
を
呈
し
つ
つ
、
疏
水
開
通
後
は
減
水
に
よ
る
旱
害
の
発
生
や
大
津

市
街
の
飲
料
水
不
足
な
ど
の
被
害
が
憂
慮
さ
れ
る
の
で
、
籠
手
田
県

令
に
は
対
応
に
十
分
慎
重
を
期
し
、勧
業
諮
問
会
を
開
催
し
て
広
く

滋
賀
県
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
よ
う
求
め
て
い
る（
19
）。

　

大
津
知
人
会
と
は
邨
田
六
之
助
（
塩
商
・
会
長
）・
古
望
仁
兵
衛

（
報
恩
社
頭
取
）・
西
村
文
四
郎
（
薪
炭
商
）
ら
の
発
起
に
よ
っ
て
大

津
市
内
に
結
成
さ
れ
た
任
意
団
体
で
、
邨
田
と
西
村
の
両
名
は
、
明

治
十
二
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
大
津
商
法
会
話
の
創
業
者
に
名
を

連
ら
ね
、
邨
田
と
古
望
は
、
十
七
年
一
月
に
設
立
さ
れ
る
大
津
商
工

会
議
所
で
副
頭
取
を
務
め
る
人
物
で
あ
っ
た
（
20
）。
そ
の
活
動
目
的

は
大
津
町
全
体
の
利
益
を
図
る
こ
と
に
あ
り
（
21
）、
隔
月
に
懇
親
会

を
開
催
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
大
津
町
全
体
の
利
害
に
係
わ
る
疏
水

事
業
に
関
し
て
大
き
な
懸
念
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　（
2
）
京
都
府
提
出
「
琵
琶
湖
疏
水
起
工
伺
」
の
却
下
に
至
る
経
緯
と
そ

の
要
因

　

京
都
府
の
北
垣
知
事
は
、こ
う
し
た
滋
賀
県
側
の
意
向
に
依
然
と

し
て
頓
着
す
る
こ
と
な
く
、
勧
業
諮
問
委
員
会
等
で
府
民
の
合
意
を

調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
疏
水
事
業
案
を
持
っ
て
、満
を
持
し
て
十
一

月
十
九
日
に
上
京
し
て
、疏
水
工
事
の
起
工
特
許
方
伺
を
政
府
・
関

係
官
庁
に
申
請
し
た
。こ
れ
に
対
し
、
十
二
月
七
日
に
、
井
上
馨
外
務

卿
宅
に
お
い
て
、伊
藤
・
山
県
・
西
郷
（
農
商
務
）・
松
方
（
大
蔵
）の

参
議
、
関
係
各
省
の
長
が
集
ま
っ
て
琵
琶
湖
疎
水
問
題
の
協
議
が
持

18 「
滋
賀
県
勧
業
諮
問
会
」京
都
滋
賀
新
報
、明
治

一
七
年
三
月
十
四
日
。

19 「
琵
琶
湖
疏
水
ノ
義
ニ
付
建
議
」
滋
賀
県
歴
史

的
文
書
『
琵
琶
湖
ヨ
リ
京
都
府
下
へ　

疏
水
事
件

　

土
木
課
』所
収
。

20 「
大
津
商
業
会
議
所
沿
革
小
史
」『
記
念
書
画

帳
』
所
収
、
近
江
新
報
社
、一
九
〇
六
年
、
二
六
〜

二
九
頁
。

21 

前
号
掲
『
新
修
大
津
市
史
』
近
代
第
五
巻
、

一
七
三
頁
。但
し
、
こ
こ
で
は
大
津
知
人
会
の
結

成
が
、
明
治
二
十
二
年
七
月
頃
か
、
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、明
ら
か
な
誤
り
で
あ
ろ
う
。
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た
れ
た
。こ
の
時
内
務
卿
は
山
田
顕
義
で
あ
っ
た
が
、
十
二
日
に
は
次

期
内
務
卿
と
し
て
山
県
が
就
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
会

議
に
は
内
務
省
代
表
と
し
て
山
県
が
出
席
し
て
い
る（
22
）。

　
こ
こ
で
北
垣
知
事
は
、
計
画
書
や
図
面
を
用
い
て
持
参
し
た
琵
琶

湖
疏
水
事
業
案
を
説
明
し
て
起
工
特
許
伺
へ
の
賛
同
を
得
よ
う
と

し
た
。
し
か
し
、「
内
務
土
木
局
ト
農
商
務
疏
水
掛
ト
居
レ
合
悪
敷

カ
為
御
相
伴
ニ
テ
本
伺
ノ
取
扱
主
管
定
マ
ラ
サ
ル
様
子
ニ
相
見
ヘ
」、

京
都
府
が
提
出
し
た
伺
書
は
農
商
務
省
奈
良
原
書
記
官
か
ら
北
垣

に
差
し
戻
さ
れ
た
。
そ
こ
で
京
都
府
側
は
、
内
務
省
土
木
局
に
改
め

て
伺
書
を
提
出
し
、
そ
の
際
に
内
務
省
よ
り
計
画
書
類
に
つ
い
て
詳

細
な
質
問
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
十
分
弁
明
す
る
よ
う
に
と
伝
え
ら

れ
た
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
疏
水
事
業
の
主
管
を
め
ぐ
っ
て
内

務
省
土
木
局
と
農
商
務
省
疏
水
掛
と
の
間
の
対
立
が
顕
在
化
し
、

そ
の
結
果
、疏
水
案
件
の
主
管
が
、従
来
の
農
商
務
省
疏
水
掛
か
ら

内
務
省
土
木
局
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
主
管
移
転

を
強
力
に
主
張
し
た
の
は
、
出
席
し
て
い
た
新
任
の
山
県
内
務
卿
で

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
の
後
、
京
都
側
は
、
改
め
て
十
二
月
八
日
に
起
工
伺
を
内
務
省

に
提
出
し
、
そ
の
際
内
務
省
側
か
ら
の
質
問
と
そ
れ
へ
の
応
答
が
あ

り
、
結
局
、
内
務
省
が
、
土
木
の
関
係
上
改
め
て
技
師
等
を
実
地
に

出
張
さ
せ
て
検
査
す
る
こ
と
に
定
ま
っ
た
。
北
垣
は
、
そ
う
し
た
実
地

調
査
も
結
構
で
あ
る
が
京
都
府
側
が
持
参
し
た
「
起
工
伺
」
を
ま
ず

「
聞
き
届
け
」
て
か
ら
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
山
県
内
務
卿
に
直
接

訴
え
た
が
、
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
北
垣
＝
農
商
務
省

作
成
の
疏
水
起
工
伺
は
認
可
さ
れ
ず
、主
管
を
内
務
省
に
移
し
て
改

め
て
そ
の
実
地
調
査
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。こ
う
し
て
京

都
府
が
農
商
務
省
と
協
力
し
て
周
到
に
準
備
し
て
き
た
琵
琶
湖
疏

水
案
の
起
工
伺
は
、
関
係
す
る
政
府
要
人
の
会
議
に
お
い
て
却
下
さ

れ
、京
都
府
と
農
商
務
省
は
、大
き
な
蹉
跌
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
要
因
は
、ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
年
、こ
の
会
議
に
列

席
し
、
疏
水
工
事
の
設
計
に
携
わ
っ
た
田
邉
朔
郎
は
、こ
う
し
た
事
態

に
立
ち
至
っ
た
背
景
に
は
、
琵
琶
湖
疎
水
を
安
積
疏
水
の
よ
う
に
灌

漑
用
水
を
主
と
し
て
簡
略
な
様
式
に
留
め
よ
う
と
す
る
農
商
務
省

疏
水
掛
と
、経
費
に
係
わ
ら
ず
通
船
・
工
業
等
各
方
面
に
利
用
で
き

る
よ
う
工
事
を
完
全
に
施
行
し
た
い
と
い
う
内
務
省
土
木
局
の
対
立

が
あ
っ
た
た
め
と
指
摘
し
て
い
る（
23
）。

　

だ
が
、
す
で
に
縷
々
説
明
し
て
き
た
よ
う
に
北
垣
が
農
商
務
省
と

共
に
推
進
し
て
き
た
琵
琶
湖
疏
水
案
の
目
的
の
第
一
に
は
、
安
積

疏
水
の
よ
う
な
灌
漑
で
は
な
く
、
京
都
に
新
た
な
工
業
を
勃
興
さ
せ

る
た
め
の
水
力
動
力
の
供
給
が
主
眼
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

灌
漑
を
旨
と
す
る
農
商
務
省
案
と
捉
え
る
田
邉
の
指
摘
は
的
を
射

た
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
疑
問
が
生
じ
る
の
は
、前
槇
村
京
都
府
知
事
や
籠
手
田
滋

賀
県
令
の
疏
水
に
対
す
る
反
対
意
見
も
ふ
ま
え
る
と
、な
ぜ
、こ
う
し

た
複
雑
な
事
情
に
あ
っ
た
疏
水
事
業
の
調
整
を
、こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

登
場
し
て
こ
な
か
っ
た
井
上
馨
が
、
当
時
外
務
卿
と
い
う
管
轄
外
の

地
位
に
あ
り
な
が
ら
中
心
的
な
立
場
で
突
然
登
場
し
て
、関
係
官
庁

十
一

23 

同
、一
六
三
〜
一
六
四
頁
。

22 

以
下
の
経
緯
、
引
用
と
も
、
前
掲
『
水
力
使
用

事
業
』八
八
頁
。
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十
二

の
長
を
招
い
て
統
括
的
な
会
議
を
開
い
て
疏
水
事
業
の
基
本
方
針

の
転
換
を
取
り
図
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。こ
の
点
は

従
来
の
研
究
で
も
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
井
上
馨
の
関
与
に
触
れ
た
史
料
と
し
て
、
ま
ず
籠
手
田
県

令
の
孫
に
あ
た
る
鉅
鹿
敏
子
氏
が
、
昭
和
四
年
に
父
籠
手
田
龍
氏
が

大
津
在
住
の
池
田
正
毅
氏
か
ら
聞
い
た
と
い
う
次
の
よ
う
な
話
を

挙
げ
よ
う
。

疏
水
の
話
に
大
賛
成
で
あ
っ
た
洋
行
帰
り
の
工
部
省
大
書
記
官

中
井
弘
は
、
帰
国
早
々
、
早
速
に
滋
賀
県
令
籠
手
田
安
定
と
交

渉
を
始
め
た
。
が
安
定
は
肯
じ
え
な
い
。・
・
・（
中
略
）・
・
・
双

方
一
歩
も
引
か
な
い
の
で
困
っ
た
中
井
は
伊
藤
博
文
に
告
げ
る
と

伊
藤
は
〝
あ
の
頑
固
な
籠
手
田
の
言
い
そ
う
な
こ
と
だ
。
籠
手
田

の
こ
と
な
ら
井
上
馨
が
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
、
井
上
に
任
せ
て
お

け
〞
と
の
返
事
。
伊
藤
も
疏
水
に
は
大
い
に
賛
成
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
伊
藤
と
井
上
は
無
二
の
親
友
で
あ
り
、井
上
は
又
籠
手
田
と

も
近
し
か
っ
た
。
政
治
交
渉
も
、
伊
藤
、
井
上
、
籠
手
田
と
連
絡
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。」（
24
）

　
こ
の
後
、
伊
藤
と
井
上
が
相
談
し
て
籠
手
田
を
更
迭
し
て
中
井
を

県
令
に
迎
え
て
疏
水
事
業
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
話
が
続
く
の
で
あ

る
が
、
そ
こ
は
省
略
す
る
。こ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
洋
行
帰
り
の
中
井

弘
が
、疏
水
に
関
し
て
籠
手
田
を
説
得
し
た
と
い
う
が
、そ
れ
を
裏
付

け
る
史
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
中
井
は
、
前
述
の
よ
う
に
明
治

十
六
年
十
月
の
段
階
で
、
す
で
に
籠
手
田
更
迭
後
の
次
期
滋
賀
県

令
就
任
の
話
を
三
島
・
伊
藤
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
疏
水

に
関
し
て
籠
手
田
を
説
得
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
籠
手
田

が
疏
水
賛
成
に
転
じ
れ
ば
、
籠
手
田
更
迭
の
必
要
性
が
な
く
な
る
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
、「
困
っ
た
末
に
伊
藤
に
相
談
し
て
、籠
手
田
と
も
親

し
い
井
上
馨
に
頼
ん
だ
」
と
い
う
の
も
確
か
め
よ
う
が
な
い
が
、
中
井

も
伊
藤
も
井
上
と
は
大
変
親
し
く
、
か
つ
井
上
が
籠
手
田
と
も
親
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
、こ
こ
で
井
上
に
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
と

い
う
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

今
一
つ
、
井
上
が
登
場
す
る
史
料
は
、
前
号
で
触
れ
た
下
郷
傳
平

の
伝
記
に
出
て
く
る
中
井
信
一
郎
と
い
う
京
都
府
会
議
員
の
証
言

で
、当
該
箇
所
の
み
を
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

斯
様
な
有
様
で
（
籠
手
田
県
令
が
強
固
に
反
対
す
る
の
で
・
・
引

用
者
）
疏
水
の
議
が
何
ん
と
し
て
も
行
は
れ
ぬ
。
内
務
省
で
も
滋

賀
県
民
が
反
對
と
あ
っ
て
は
、
許
可
す
る
譯
に
は
ゆ
か
ぬ
と
云
ふ
の

で
、
到
頭
不
許
可
と
為
つ
て
仕
舞
っ
た
。
北
垣
知
事
は
手
の
著
け

や
う
が
無
い
。
そ
こ
に
當
時
京
都
に
高
木
文
平
と
云
ふ
人
が
あ
り

ま
し
て
、
此
人
は
下
郷
氏
な
ど
ゝ
對
等
の
人
で
、
京
都
私
立
商
工

會
議
所
の
會
頭
を
し
て
ゐ
ま
し
た
が
、
北
垣
知
事
は
此
人
に
依
て

事
を
為
す
べ
し
と
考
へ
、
高
木
氏
に
談
判
し
、
中
央
に
出
て
運
動
す

る
事
に
極
め
た
。
即
ち
中
央
に
出
て
井
上
馨
伯
に
頼
ん
で
、
盛
ん

に
疏
水
工
事
の
許
可
を
得
る
こ
と
の
運
動
を
起
し
、
一
方
で
は
中

井
氏
を
滋
賀
県
知
事
に
し
や
う
と
云
ふ
の
で
、
内
々
運
動
の
結
果
、

24 

鉅
鹿
敏
子 

編
集
『
史
料
県
令
籠
手
田
安
定
』

一
九
八
五
年
、一
六
九
頁
。
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十
三

到
頭
政
府
の
命
令
で
、
籠
手
田
氏
を
島
根
県
知
事
に
移
し
中
井

氏
を
滋
賀
県
知
事
に
移
す
こ
と
に
為
っ
た（
25
）。

　
こ
こ
に
は
、
注
目
さ
れ
る
言
質
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
北
垣
や

農
商
務
省
が
、
疏
水
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
直
接
滋
賀
県
側
に
配
慮

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
と
は
違
っ
て
「
内
務
省
で
も
滋
賀
県
民
が
反

対
と
あ
っ
て
は
許
可
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
内
務
省
に
は
お
そ
ら
く
槇
村
前
知
事
の
疏
水
反
対
の
巡

察
使
報
告
が
直
接
届
い
て
お
り
、
さ
ら
に
籠
手
田
の
強
固
な
異
議
申

し
立
て
を
受
け
て
、
水
源
で
あ
る
滋
賀
県
側
の
意
向
を
ま
っ
た
く
無

視
す
る
北
垣
＝
農
商
務
省
案
で
は
、
円
滑
な
地
方
統
治
を
管
轄
す

る
内
務
省
の
立
場
か
ら
は
看
過
で
き
な
い
事
態
と
捉
え
ら
れ
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
北
垣
は
、
当
時
京
都
の
勧

業
諮
問
委
員
長
で
商
工
会
議
所
会
頭
の
高
木
文
平
に
頼
ん
で
、
中

央
に
出
て
井
上
馨
に
頼
ん
で
疏
水
工
事
の
許
可
を
得
る
よ
う
に
運
動

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、北
垣
の
高

木
文
平
を
用
い
た
井
上
馨
へ
の
政
治
工
作
が
、
京
都
府
＝
農
商
務
省

案
が
内
務
省
の
反
対
も
あ
っ
て
十
六
年
十
二
月
の
合
同
会
議
で
却
下

さ
れ
た
後
の
こ
と
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、『
水
力
使
用
事
業
』
に
よ
れ
ば
（
26
）、
十
七
年
二
月

二
十
三
日
に
は
、
上
下
京
聯
合
区
会
が
中
村
栄
助
と
吉
川
吉
兵
衛

の
二
名
を
、
京
都
勧
業
諮
問
会
も
高
木
文
平
と
濱
岡
光
哲
の
二
名

を
東
上
委
員
に
選
定
し
、
如
何
に
京
都
市
民
が
本
事
業
の
実
現
を

熱
望
し
て
い
る
か
の
事
情
を
詳
細
に
其
筋
へ
具
申
さ
せ
る
こ
と
を
決
し
、

二
十
六
日
に
は
北
垣
知
事
と
と
も
に
東
上
し
て
各
方
面
に
陳
情
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
中
井
信
一
郎
の
述
懐
は
、こ
の
時
の
高

木
の
東
上
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

東
上
委
員
四
名
の
う
ち
吉
川
吉
兵
衛
は
足
袋
商
を
営
む
府
会
議

員
で
あ
り
、
中
村
栄
助
と
濱
岡
光
哲
は
す
で
に
詳
述
し
た
よ
う
に
山

本
覚
馬
の
薫
陶
を
受
け
疎
水
事
業
に
も
積
極
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。

高
木
も
、前
号
で
見
た
よ
う
に
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
北
垣
知
事

に
提
出
し
た
「
京
都
の
衰
微
に
関
す
る
懇
願
書
」
の
な
か
で
「
琵
琶

湖
開
鑿
」
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
て
お
り
、
疏
水
事
業
の
推
進
者
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
高
木
は
、「
琵
琶
湖
疏
水
デ
ス
カ
、
ア
レ
ハ
北
垣
君
ガ
行
ラ

レ
タ
―
―
、
ガ
併
シ
蔭
辨
慶
ノ
隊
長
位
ハ
自
分
モ
行
リ
マ
シ
タ
、
ア
レ
ハ

眞
相
ヲ
云
フ
ト
、
北
垣
知
事
ノ
熱
心
畫
策
ハ
廣
く
世
人
ノ
知
ル
通
リ

事
新
シ
ク
述
ブ
ル
迄
モ
ナ
イ
ガ
、
井
上
伯
ノ
大
贊
成
ト
、
故
中
井
櫻

洲
山
人
ノ
助
太
刀
ト
デ
各
別
ニ
速
成
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
」（
27
）
と
述
べ
て
、

自
身
の
尽
力
と
と
も
に
「
井
上
伯
」
の
賛
同
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
疏

水
速
成
の
要
因
だ
と
認
め
て
い
る
。

　
こ
の
述
懐
は
、
京
都
・
農
商
務
合
同
の
疎
水
案
が
却
下
さ
れ
た
の

ち
の
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
疎
水
問
題
の
帰
趨
に
お
い
て
井

上
薫
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で

は
な
ぜ
、
そ
れ
ま
で
疎
水
問
題
に
登
場
し
て
こ
な
か
っ
た
井
上
が
こ
こ

で
中
心
人
物
と
し
て
立
ち
現
れ
た
の
か
を
、改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

井
上
は
、
伊
藤
と
も
中
井
と
も
旧
知
の
親
友
で
あ
り
、
当
時
、
大

27 

高
木
文
平
述
『
三
二
庵
閑
話
』
東
枝
律
書
房
、

一
九
〇
二
年
、二
三
頁
。

26 

前
掲『
水
力
使
用
事
業
』九
〇
〜
九
一
頁
。

25 

福
並
定
雄
『
下
郷
久
道
翁
伝
』
下
郷
共
済
会
、

一
九
四
四
年
、一
七
八
頁
。
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十
四

谷
派
本
願
寺
の
内
紛
の
仲
裁
に
関
与
し
て
数
回
京
都
を
訪
れ
て
お

り
、
そ
の
折
北
垣
は
、
琵
琶
湖
疏
水
の
件
に
関
し
て
井
上
に
書
簡
を

呈
す
る
な
ど
し
て
連
絡
を
密
に
し
て
お
り
（
28
）、
北
垣
も
井
上
と
は

親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。

　

井
上
は
ま
た
、
伊
藤
が
「
籠
手
田
の
こ
と
な
ら
井
上
が
良
く
知
っ

て
い
る
」
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
井
上
は
、
明

治
九
年
、
湖
西
の
原
野
を
開
拓
し
て
米
や
麦
・
大
豆
・
桑
な
ど
の
栽

培
や
畜
産
を
試
み
る
た
め
高
島
郡
饗
庭
野
の
民
有
地
を
買
収
し
た

が
、
そ
の
際
、
地
元
と
の
交
渉
を
進
め
る
た
め
籠
手
田
県
令
に
連
絡

を
取
っ
て
事
を
進
め
て
お
り
（
29
）、旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。

　

高
木
は
ま
た
、中
央
に
出
て
井
上
を
頼
っ
た
が
、旧
知
で
あ
る
槇
村

前
知
事
も
訪
ね
て
い
る
。こ
の
時
、「
疏
水
に
關
し
て
槇
村
氏
は
、
産

業
開
発
上
左
程
利
益
を
齎
ら
す
も
の
に
あ
ら
ず
、
又
到
底
政
府
の

認
許
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
と
て
熱
意
を
有
た
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
北
垣
氏
の
計
畫
に
對
し
て
も
政
府
の
認
許
を
得
る
こ
と
は
絶
望
で

あ
ら
う
」
と
語
っ
た
た
め
、「
前
任
者
の
槇
村
氏
が
反
對
を
唱
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
非
常
に
困
る
か
ら
、
之
に
對
し
て
は
一
切
意
見
を

發
表
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
固
く
依
賴
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
30
）。
高

木
は
、
影
響
力
の
大
き
い
槇
村
の
疏
水
反
対
論
が
、
世
に
流
布
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
て
そ
れ
を
必
死
に
封
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

槇
村
が「
政
府
の
認
可
を
得
る
こ
と
は
絶
望
で
あ
ろ
う
」と
述
べ
て
い

た
よ
う
に
、
槇
村
の
反
対
論
は
、
政
府
内
部
特
に
内
務
省
に
も
影
響

力
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

幕
末
期
に
は
木
戸
の
横
目
役
で
あ
っ
た
槇
村
は
、
木
戸
の
弟
分
的

存
在
で
あ
っ
た
井
上
と
も
旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、
井
上
は
参
議
と
し

て
彼
の
巡
察
使
報
告
の
反
対
論
も
十
分
知
悉
し
て
い
た
。
井
上
は
ま

た
品
川
弥
二
郎
や
山
県
有
朋
と
も
、
松
下
村
塾
以
来
の
旧
知
の
仲

で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
井
上
馨
だ
け
が
、
農
商
務
省
並
び
に
内
務
省
の

当
事
者
で
は
な
く
、し
か
も
賛
成
、反
対
論
者
す
べ
て
に
強
固
な
人
脈

を
有
し
て
お
り
、
彼
等
の
疏
水
に
関
す
る
意
向
を
踏
ま
え
て
、
あ
り

う
べ
き
妥
協
策
を
提
案
で
き
る
位
置
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
こ
で
、
井
上
自
身
も
含
め
政
府
首
脳
が
北
垣
の
疏
水
事
業
案
に

対
し
て
、こ
れ
ま
で
賛
成
を
表
明
し
て
き
た
原
則
だ
け
は
し
っ
か
り
と

守
り
な
が
ら
、
し
か
も
滋
賀
県
令
籠
手
田
の
異
議
申
し
立
て
と
そ
れ

を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
内
務
省
の
意
向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
北
垣
疏

水
案
を
抜
本
的
に
批
判
す
る
槇
村
の
意
見
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、そ
う
し
た
種
々
の
反
対
意
見

を
封
殺
し
て
き
た
北
垣
・
農
商
務
案
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
こ
と
は

到
底
で
き
な
か
っ
た
。

　

で
は
、ど
の
よ
う
な
妥
協
策
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
継
続
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
管
轄

を
農
商
務
省
か
ら
内
務
省
に
移
し
、再
度
調
査
の
上
、計
画
を
練
り

直
す
こ
と
、
そ
の
際
に
は
、
従
来
無
視
さ
れ
て
い
た
京
都
や
さ
ら
に
大

阪
と
い
っ
た
疏
水
の
上
・
下
流
に
位
置
す
る
府
県
の
意
向
を
十
分
汲

み
込
む
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
条
項
は
、こ
の
時
点
で
は
っ
き
り
明
言
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
次
号
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
翌
十
七
年
一
月
に
な
っ
て
内

28 『
塵
海
』九
九
頁
。

29 

明
治
九
年
の
井
上
馨
に
よ
る
饗
庭
野
民
有
地

買
収
に
関
す
る
籠
手
田
県
令
と
の
書
状
や
地
元

民
の
対
応
に
関
し
て
は
、
滋
賀
県
歴
史
的
文
書

【
明
な309

合
本
2
（
2
）】
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
開
墾
事
業
は
、
明
治
十
二
年
に
、
大
農

法
を
用
い
た
西
洋
式
農
場
を
目
指
し
て
始
め
ら
れ

た
が
、
地
味
や
水
利
の
悪
さ
か
ら
、
わ
ず
か
二
年

で
頓
挫
し
て
い
る
（
山
室
拓
矢
「
明
治
期
饗
庭
野

の
土
地
利
用
変
化
と
時
代
背
景
―
井
上
馨
に
よ

る
開
拓
を
中
心
に
―
」『
人
文
地
理
』
第
六
八
巻
第

四
号
、二
〇
一
六
年
。

30 

前
掲『
水
力
使
用
事
業
』一
六
一
〜
一
六
二
頁
。
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五

務
省
か
ら
御
用
掛
の
田
辺
儀
三
郎
が
、二
月
に
は
お
雇
い
外
国
人
デ

レ
ー
ケ
が
派
遣
さ
れ
て
疏
水
工
事
の
点
検
と
実
地
調
査
が
進
め
ら
れ

た
こ
と
、
ま
た
一
月
末
に
は
、
内
務
省
に
促
さ
れ
て
、
滋
賀
県
側
か
ら

疏
水
完
成
時
の
水
量
や
旱
魃
時
の
水
量
、
ま
た
建
設
工
事
や
飲
料

不
足
に
な
っ
た
際
の
補
償
問
題
等
に
つ
い
て
京
都
府
へ
質
問
が
な
さ
れ
、

京
都
府
が
そ
れ
に
応
え
る
と
い
う
応
答
が
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。つ
ま
り
、内
務
省
の
管
轄
に
な
っ
て
か
ら
、改
め
て
、様
々
な
疑
義

が
呈
さ
れ
て
い
る
疏
水
事
業
の
抜
本
的
な
調
査
と
、
こ
れ
ま
で
等
閑

視
さ
れ
て
き
た
滋
賀
県
等
関
係
府
県
の
利
害
調
整
が
進
め
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
転
換
を
主
導
し
た
の
は
、
お
そ
ら

く
井
上
馨
宅
で
の
会
議
中
、
内
務
省
へ
の
主
管
事
務
の
移
転
を
主
張

し
た
で
あ
ろ
う
山
県
有
朋
で
あ
り
、
そ
れ
を
調
整
し
て
妥
協
案
を
取

り
ま
と
め
た
井
上
馨
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

で
は
、こ
の
時
初
め
て
前
面
に
出
て
き
た
山
県
内
務
卿
が
、
自
省
へ

の
管
轄
権
の
移
転
と
い
う
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
転
換
を
い
か
に
し
て
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
山
県
が
内
務
卿
に
就
い
た
時
の

内
務
省
土
木
局
は
、
前
々
代
の
松
方
正
義
内
務
卿
の
時
代
に
、
そ
れ

ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
式
の
河
川
管
理
・
水
運
重
視
の
低
水
工
事
が
予
算

と
と
も
に
削
減
さ
れ
、
土
木
局
の
管
理
は
五
大
川
に
限
定
さ
れ
、
ま

た
十
五
年
に
新
設
さ
れ
た
農
商
務
省
に
運
河
・
疏
水
・
水
路
関
連
事

業
が
す
べ
て
移
管
さ
れ
た
た
め
、
河
川
・
土
木
等
の
地
方
行
政
へ
の
権

限
と
予
算
も
大
幅
に
縮
減
さ
れ
て
、
地
方
へ
の
影
響
力
も
著
し
く
減

退
し
て
い
た
。
山
県
は
、こ
の
内
務
省
の
劣
勢
を
挽
回
す
る
た
め
の
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
琵
琶
湖
疏
水
の
管
轄
権
を
農
商
務
省
か
ら
奪
還

し
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る（
31
）。

　

た
し
か
に
、
そ
う
し
た
見
方
は
説
得
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
新
任

早
々
の
山
県
が
な
ぜ
そ
う
し
た
劇
的
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

た
の
か
が
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
、
山
県
自
身
が
創

設
し
た
地
方
巡
察
使
制
度
に
よ
っ
て
、
槇
村
報
告
か
ら
北
垣
＝
農
商

務
省
の
疏
水
案
の
問
題
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
籠
手
田
滋

賀
県
令
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
の
建
議
に
よ
っ
て
、
疏
水
水
源
地
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
難
点
を
知
る
に
及
ん
で
、
そ
う
し
た

琵
琶
湖
疏
水
の
問
題
点
を
、
会
議
の
俎
上
に
持
ち
出
し
て
、
農
商
務

省
の
管
轄
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
論
難
し
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。

　

結
局
、槇
村
の
巡
察
使
報
告
や
籠
手
田
県
令
の
建
議
を
こ
と
ご
と

く
無
視
し
て
、
政
府
要
人
と
京
都
府
内
の
有
力
者
の
合
意
調
達
の

み
を
優
先
し
て
き
た
北
垣
知
事
の
事
業
推
進
の
や
り
方
そ
の
も
の

が
、こ
う
し
た
蹉
跌
を
招
い
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。

　

逆
に
、
滋
賀
県
と
し
て
は
、
籠
手
田
県
令
の
琵
琶
湖
疏
水
へ
の
断

固
と
し
た
抗
議
が
奏
功
し
て
、
よ
う
や
く
滋
賀
県
側
の
利
害
に
配
慮

し
て
も
ら
え
る
体
制
に
政
府
が
立
ち
返
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
近
江
麻
布

工
場
に
つ
い
て
も
疏
水
問
題
を
忖
度
す
る
こ
と
な
し
に
独
立
し
て
遂

行
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
籠
手
田
県
令
が
目
指
す
方
向
に
進
ん
で
い

く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
農
商
務
省
は
疏
水
事
業
の
管
轄
を
外
さ
れ
て
面
子
を
失
っ

31 

山
崎
有
恒
「
内
務
省
の
河
川
政
策
」
高
村
直
助

編『
道
と
川
の
近
代
』山
川
出
版
社
、一
九
九
六
年
、

所
収
。
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六

た
体
に
な
っ
た
が
、
琵
琶
湖
疏
水
と
い
う
京
都
と
滋
賀
と
の
利
害
が

相
反
し
、
双
方
に
配
慮
し
た
り
忖
度
し
た
り
す
る
煩
雑
さ
か
ら
逃
れ

て
、
同
時
に
推
進
し
て
き
た
大
津
に
お
け
る
近
江
麻
糸
紡
織
会
社
の

創
設
問
題
に
特
化
し
て
事
業
展
開
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
利
害
関

係
の
複
雑
な
調
整
を
要
す
る
琵
琶
湖
疏
水
事
業
か
ら
手
を
引
い
た

こ
と
は
、
農
商
務
省
に
と
っ
て
も
か
え
っ
て
負
担
を
軽
減
し
て
本
来
の

勧
業
促
進
業
務
に
専
心
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
た
点
も
見
過
ご
せ

な
い
。

　
こ
う
し
て
い
ま
一
度
、
内
務
省
の
管
轄
下
と
い
う
新
た
な
土
壌
の

下
で
、疏
水
事
業
は
振
出
し
に
戻
っ
て
、近
隣
府
県
の
利
害
に
配
慮
し

な
が
ら
進
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。



097New Perspectives on the History of the Establishment of the 
Lake Biwa Canal (Biwako Sosui) (2)

Masao Tsutsui

十
七

New Perspectives on the History of the Establish-
ment of the Lake Biwa Canal (Biwako Sosui) (2)
From October to December 1883, from Shiga Prefectural Governor 

Yasusada Koteda’s Proposal to the Rejection of Kyoto Prefecture’s Draft of 

the Canal Project 

Masao Tsutsui

This is the second part of my paper on the 
history of the establishment of the Lake Biwa 
Canal. The focus is on the events between the 
submission of the Lake Biwa Canal construc-
tion proposal to the central government by 
Shiga Prefectural Governor Yasusada Koteda 
on 11 October 1883 and the rejection of the 
Kyoto Prefecture’s draft of the canal project in 
December of the same year.

The highlight this time is Shiga Prefectural 
Governor Koteda’s proposal to the central gov-
e r n m e n t — a  p r o p o s a l  t h a t  h a s  b e e n 
consistently omitted from discussions before. 
It marked the start of his political maneuvering 
to initiate a shake-up, and at the same time, of 
the Ministry of Agriculture and Commerce’s 
move to build a mechanical hemp spinning 
mill in Otsu Town. A spate of negotiations and 
competitions ensued between the Kyoto Pre-
fectural  Governor and the Ministr y of 
Agriculture and Commerce jointly attempting 
to press ahead with the canal project paying no 
heed to the wishes of Shiga Prefecture, and 
Governor Koteda demanding that the interests 
of Shiga Prefecture be taken into account. In 
December, the former side’s campaign was de-
railed when the canal project was transferred 
to the control of the Ministry of Home Affairs. 
The fundamental plans were then revised to in-
corporate consideration for neighboring 
prefectures, as per the insistence of Shiga Pre-
fectural Governor Koteda.

What caused this drastic turn of events? The 
course of history largely overlooked until now 
is revealed for the first time.
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